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在 住 市 町 村

江
戸
時
代
の
本
屋
さ
ん
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ

す
る
本
屋
と
は
異
な
り
ま
す
。
で
は
江
戸
時
代
の
本
屋
と
は

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

当
時
、
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
本
や
そ
れ
を
刷
る
た
め
の

版
木
等
を
手
に
取
り
な
が
ら
、
江
戸
時
代
の
本
屋
・
出
版
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。
ま
た
明
治
時
代
以
降
の
埼
玉
の
本
屋
に

つ
い
て
も
御
紹
介
し
ま
す
。

個人情報は適切に管理し、当講座の運営以外の目的には使用しません。

講
座
概
要

江
戸
時
代
の

  
本
と

本
屋
さ
ん

 

ま
つ
な
が

り
ゅ
う
せ
い

 

講
師

松
永  

瑠
成 
氏

  

（
筑
波
大
学
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
系 

特
任
助
教
）

関
連
展
示

令
和
７
年
度 

第
２
回 

資
料
展

「
江
戸
の
出
版
文
化
」

 

 

期
間

８
月
５
日
（
火
）
か
ら
９
月

日
（
日
）
ま
で

 

場
所

埼
玉
県
立
熊
谷
図
書
館

２
階
ロ
ビ
ー

ア
ク
セ
ス

所
在
地

〒
３
６
０

０
０
１
４

埼
玉
県
熊
谷
市
箱
田
５

６

１

●
熊
谷
駅
北
口
か
ら
徒
歩
20

分

●
熊
谷
駅
か
ら
国
際
十
王
交
通
バ
ス
で

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
谷
前
」
下
車

駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
徒
歩
ま
た
は

 

公
共
交
通
機
関
で
御
来
館
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み

 

１  

受
付
期
間

 

８
月

日
（
金
） 

か
ら

９
月

日
（
水
）
ま
で

  

＊
抽
選
の
結
果
は
、
９
月

日
（
金
）
ま
で
に

 

メ
ー
ル
も
し
く
は
お
電
話
で
御
連
絡
し
ま
す
。

 
２  

お
申
込
み
方
法

（
１
） 

来
館

埼
玉
県
立
熊
谷
図
書
館

    

２
階
カ
ウ
ン
タ
ー

  

＊
下
記
御
記
入
の
う
え
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
２
） 

電
話

０
４
８

５
２
３

６
２
９
１

  

＊
「
文
化
講
座
参
加
希
望
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

（
３
）
「
埼
玉
県
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」

  

＊
左
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

専
門
は
近
世
・
近
代
日
本
に
お
け
る
出
版
文
化
、
お
よ
び

貸
本
文
化
に
関
す
る
研
究
。

主
な
論
文
・
著
書
に
「
江
戸
時
代
の
出
版
事
情

版
元
と

流
通
」
（
『
蔦
屋
重
三
郎 

時
代
を
変
え
た
江
戸
の
本
屋
』

（
別
冊
太
陽
） 

平
凡
社

２
０
２
４
年
刊
）
、
『
貸
本

問
屋
と
貸
本

文
化
娯
楽
的
書
籍
の
出
版
・
流
通
・
受
容
』

（
勉
誠
社

２
０
２
５
年
刊
） 

な
ど
が
あ
る
。

28

22
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12
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-
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-
-
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